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Ｐ２～３ … 農協事業懇談会意見集約
Ｐ４～７ … 第18回通常総代会
Ｐ８ ……… 農協事業懇談会
Ｐ９～13 … たいせつなここがポイント
Ｐ14～17 … 各課からのお知らせ
Ｐ18 ……… 補助金受給に係る詐欺の注意喚起について
Ｐ19 ……… 令和３年度人事異動
Ｐ20～21 … たいせつ農業協同組合機構図
Ｐ22 ……… 理事会・監事会からのご報告・
　　　　　  たいせつのあゆみ・柿林会長の退任挨拶・
　　　　　  コイン精米機更新に伴う休業期間のお知らせ
　　　　　  新規採用職員のお知らせ

４月９日（金）たいせつ農業協同組合第18回通常総代会が行われました
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第
18
回

　
通
常
総
代
会 

開
催

た
い
せ
つ
農
協
第
18
回
通
常
総
代
会

を
４
月
９
日
午
後
１
時
よ
り
、
た
か
す

メ
ロ
デ
ィ
ー
ホ
ー
ル
に
於
い
て
第
７
期

総
代
の
ご
出
席
を
頂
き
開
催
さ
れ
ま
し

た
。本

年
の
総
代
会
は
、
密
集
の
緩
和
と

時
間
短
縮
を
考
慮
し
、
来
賓
の
招
待
を

遠
慮
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
が
、
開
催
日

直
前
に
も
旭
川
市
内
で
変
異
株
感
染
者

の
発
生
や
、
飲
食
店
で
の
複
数
の
ク
ラ

ス
タ
ー
が
発
生
す
る
な
ど
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
の
兆
し
が
見
え
、

議
決
権
行
使
書
面
提
出
の
ご
協
力
を
得

な
が
ら
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

は
じ
め
に
、
相
澤
筆
頭
理
事
が
代
表

し
て
Ｊ
Ａ
綱
領
の
朗
唱
を
し
ま
し
た
。

柿
林
会
長
理
事
、
及
び
松
原
代
表
理
事

組
合
長
よ
り
開
会
の
挨
拶
が
な
さ
れ
、

そ
の
後
議
長
団
の
選
出
で
は
、
東
鷹
栖

20
区
農
事
組
合
、
大
京
寺
孝
雄
さ
ん
、

鷹
栖
共
栄
農
事
組
合
、
中
山
敬
介
さ
ん

が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。
議
長
団
の
就
任

挨
拶
の
後
、
総
代
会
へ
の
出
席
人
数
の

報
告
が
な
さ
れ
、
総
代
定
数
２
９
５
名

中
、
実
出
席
総
代
数
１
０
３
名
、
代
理

議
決
数
３
名
、
書
面
議
決
数
１
４
１
名

で
本
総
代
会
が
成
立
す
る
事
を
告
げ
議

事
に
入
り
、
令
和
２
年
度
第
18
事
業
年

度
事
業
報
告
、
決
算
報
告
、
剰
余
金
処

分
案
、
令
和
３
年
度
事
業
計
画
案
を
含

む
９
議
案
並
び
に
報
告
事
項
３
件
に
つ

い
て
上
程
さ
れ
、
満
場
の
賛
成
で
全
議

案
に
つ
い
て
原
案
通
り
可
決
承
認
さ
れ

ま
し
た
。
今
回
の
総
代
会
を
も
っ
て
役

員
を
退
任
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
柿

林
会
長
理
事
か
ら
退
任
の
挨
拶
が
あ
り
、

最
後
に
山
原
代
表
理
事
専
務
の
閉
会
挨

拶
が
あ
り
、
午
後
２
時
34
分
閉
会
し
ま

し
た
。

総
代
の
皆
様
に
は
、
書
面
議
決
で
の

行
使
や
農
繁
期
で
大
変
お
忙
し
い
と
こ

ろ
ご
出
席
賜
り
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

今
後
の
農
協
運
営
に
つ
き
ま
し
て
は
、

２
年
目
の
第
６
次
地
域
農
業
振
興
計
画
、

ま
た
農
協
事
業
懇
談
会
で
の
ご
意
見
等

を
基
に
役
職
員
一
丸
と
な
っ
て
努
力
し

て
参
り
ま
す
の
で
、
組
合
員
皆
様
の
尚

一
層
の
深
い
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

総代会議長を務めた、東鷹栖20区農事組合　大京寺孝雄氏（右）
鷹栖共栄農事組合　中山　敬介氏（中央）

総代会　開催風景

代表理事専務　山原　　茂

代表理事組合長　松原　剛志
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会
長
理
事
　
柿
林
孝
志

た
い
せ
つ
農
業
協
同
組
合
第
18
回
通

常
総
代
会
の
開
催
に
あ
た
り
、
一
言
御

挨
拶
申
し
上
げ
ま
す
。

今
年
は
降
雪
も
多
く
、
春
作
業
の
遅

れ
が
心
配
さ
れ
ま
し
た
が
、
最
近
の
温

か
い
天
候
で
、
ほ
ぼ
平
年
並
み
の
状
態

に
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
ま

す
が
、
組
合
員
の
皆
様
は
、
何
か
と
お

忙
し
い
中
、
本
日
の
通
常
総
代
会
に
ご

出
席
頂
き
大
変
有
難
う
ご
ざ
い
ま
す
。

昨
年
度
、
実
総
代
会
は
開
催
せ
ず
全

面
的
に
書
面
決
議
に
て
実
施
致
し
ま
し

た
が
、
本
年
度
の
総
代
会
に
つ
き
ま
し

て
は
、
依
然
と
し
て
札
幌
を
は
じ
め
全

国
各
地
域
で
は
感
染
力
が
強
い
と
言
わ

れ
て
い
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
変

異
株
の
発
生
か
ら
、
リ
バ
ウ
ン
ド
や
第

四
波
が
懸
念
さ
れ
る
状
況
下
に
あ
り
ま

す
が
、
密
を
避
け
る
た
め
、
農
協
事
業

懇
談
会
で
の
意
見
交
換
の
充
実
を
図
り
、

で
き
る
だ
け
書
面
決
議
を
取
り
入
れ
た

総
代
会
の
開
催
を
計
画
致
し
ま
し
た
。

私
か
ら
２
点
ご
説
明
申
し
上
げ
挨
拶

に
代
え
さ
せ
て
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

１
点
目
は
米
を
巡
る
情
勢
に
つ
い
て

で
す
が
、
昨
年
度
全
国
の
作
況
が
99
、

北
海
道
は
１
０
６
と
平
年
並
み
で
し
た

が
、
当
初
の
国
が
示
す
適
正
生
産
量
７

０
９
〜
７
１
７
万
ト
ン
を
大
幅
に
上
回

る
７
２
３
万
ト
ン
の
収
穫
量
と
な
っ
た

こ
と
、
更
に
は
人
口
減
少
や
高
齢
化
に

よ
っ
て
コ
メ
の
消
費
量
（
需
要
量
）
の

減
少
幅
が
８
万
ト
ン
か
ら
10
万
ト
ン
以

上
に
増
加
し
た
こ
と
、
そ
し
て
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ
る
業
務
用
需
要

米
の
減
少
等
か
ら
、
本
年
10
月
末
の
繰

り
越
し
在
庫
が
30
万
ト
ン
以
上
の
大
幅

需
給
緩
和
が
推
測
さ
れ
、
現
在
令
和
２

年
産
の
道
内
外
全
て
の
主
力
銘
柄
で
市

中
相
場
は
昨
年
に
比
べ
て
２
，
０
０
０

円
以
上
安
く
な
っ
て
販
売
さ
れ
て
い
る

現
状
に
あ
り
ま
す
。

こ
の
様
な
こ
と
か
ら
、
先
日
開
催
さ

れ
た
道
米
対
で
は
、
今
年
の
水
稲
の
作

付
に
当
た
っ
て
は
、
今
後
の
北
海
道
米

の
需
要
安
定
と
道
産
主
食
用
米
の
価
格

保
持
の
た
め
、
昨
年
の
実
績
に
対
し
て

２
万
ト
ン
・
面
積
で
３
，
６
０
０
ヘ
ク

タ
ー
ル
を
産
地
交
付
金
等
で
所
得
対
策

を
講
じ
た
飼
料
用
米
等
に
作
付
け
転
換

す
る
こ
と
に
決
定
致
し
ま
し
た
。
具
体

的
な
取
り
組
み
方
法
に
つ
い
て
は
今
後
、

面
積
な
ど
が
固
ま
り
次
第
順
次
連
絡
決

定
さ
れ
て
行
く
と
思
い
ま
す
。

尚
、
従
来
か
ら
の
契
約
数
量
内
の
加

工
用
米
等
の
水
田
活
用
米
穀
そ
の
ま
ま

実
施
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

２
点
目
に
私
事
と
関
連
致
し
ま
す
が
、

昨
年
６
月
23
日
の
ホ
ク
レ
ン
通
常
総
会

に
て
道
連
の
役
員
に
つ
い
て
は
70
歳
の

定
年
制
の
規
定
に
よ
り
、
ホ
ク
レ
ン
副

会
長
を
大
我
な
く
無
事
退
任
致
し
ま
し

た
。ホ

ク
レ
ン
在
任
中
も
組
合
員
の
皆
様

に
は
大
変
な
ご
理
解
と
ご
協
力
を
頂
き

心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

道
連
役
員
と
な
っ
た
場
合
に
は
、
兼

職
禁
止
規
定
に
よ
っ
て
新
た
な
組
合
長

理
事
を
選
任
し
、
代
表
権
を
譲
り
渡
し

て
非
常
勤
の
会
長
理
事
と
し
て
在
籍
し
、

連
合
会
役
員
と
し
て
勤
め
る
こ
と
に
な

っ
て
お
り
、
現
在
に
至
っ
て
お
り
ま
す
。

連
合
会
役
員
経
験
者
で
道
連
役
員
退

任
後
、
出
身
農
協
で
在
任
期
間
が
あ
る

に
も
拘
ら
ず
、
退
任
す
る
場
合
が
非
常

に
多
い
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
私
も
道

連
役
員
退
任
に
合
わ
せ
て
、
農
協
会
長

職
の
退
任
を
考
え
て
お
り
ま
し
た
け
れ

ど
も
、
１
件
ど
う
し
て
も
解
決
し
た
い

懸
案
事
項
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、
そ
の

事
案
の
解
決
後
、
退
任
す
る
事
と
致
し

て
お
り
ま
し
た
。

そ
の
事
案
で
す
が
、
今
回
の
総
代
会

の
固
定
資
産
取
得
計
画
に
あ
る
旧
Ａ
コ

ー
プ
東
鷹
栖
店
跡
地
、（
昭
和
56
年
か

ら
、
13
号
道
路
拡
幅
に
伴
う
農
協
総
合

施
設
計
画
で
取
得
予
定
）
現
在
ま
で
の

40
年
間
の
賃
貸
物
件
、
面
積
６
５
６
坪

２
，
１
６
９
・
63
平
方
メ
ー
ト
ル
の
取

得
に
つ
い
て
で
あ
り
ま
し
た
。

組
合
長
と
し
て
在
任
中
も
幾
度
と
な

く
試
み
た
の
で
す
が
、
な
か
な
か
進
展

せ
ず
、
５
年
前
の
賃
貸
借
契
約
更
新
時

に
次
期
更
新
時
ま
で
売
買
に
つ
い
て
検

討
し
て
頂
き
た
い
と
い
う
こ
と
に
し
て

あ
り
ま
し
た
の
で
、
今
回
粘
り
強
い
交

渉
の
結
果
、
３
月
16
日
仮
契
約
を
し
、

総
代
会
で
承
認
後
４
月
30
日
本
契
約
の

運
び
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
こ
と
に
目
途
が
つ
き
ま
し
た
の

で
、
過
日
、
組
合
長
あ
て
に
辞
表
を
提

出
し
、
理
事
会
の
承
認
も
得
ま
し
た
の

で
、
総
代
会
議
案
第
６
号
で
提
案
の
通

り
退
職
す
る
事
と
致
し
ま
し
た
。

昭
和
47
年
、
旧
東
鷹
栖
農
協
に
職
員

と
し
て
勤
務
し
て
以
来
、
平
成
20
年
に

は
非
常
勤
理
事
、
平
成
22
年
か
ら
代
表

理
事
組
合
長
、
平
成
29
年
か
ら
ホ
ク
レ

ン
副
会
長
と
し
て
延
べ
49
年
間
の
長
き

に
亘
り
農
協
運
動
に
関
わ
っ
て
き
ま
し

た
。そ

の
間
、
組
合
員
の
皆
様
に
は
特
段

の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
頂
き
心
か
ら
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
と
共
に
、
益
々
厳
し

さ
を
増
す
農
業
情
勢
の
中
で
す
が
、
皆

様
方
の
ご
健
勝
と
ご
活
躍
、
た
い
せ
つ

農
業
協
同
組
合
の
発
展
を
ご
祈
念
し
て

第
18
回
通
常
総
代
会
の
開
会
に
あ
た
っ

て
の
ご
挨
拶
と
致
し
ま
す
。

会長理事　柿林　孝志
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代
表
理
事
組
合
長
　
松
原
剛
志

た
い
せ
つ
農
業
協
同
組
合
第
18
回
通

常
総
代
会
開
催
に
あ
た
り
一
言
御
挨
拶

申
し
上
げ
ま
す
。　

総
代
の
皆
様
に
は
、
春
の
農
作
業
本

番
に
向
か
い
其
々
に
大
変
お
忙
し
い
中
、

本
日
の
第
18
回
通
常
総
代
会
に
御
出
席

頂
き
ま
し
て
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

又
、
日
頃
農
協
事
業
全
般
に
渡
り
た

く
さ
ん
の
御
協
力
・
御
理
解
を
頂
い
て

お
り
ま
す
事
も
合
わ
せ
て
心
よ
り
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

の
拡
大
に
よ
り
、
３
月
・
11
月
に
予
定

し
て
お
り
ま
し
た
農
協
事
業
懇
談
会
が

中
止
せ
ざ
る
を
得
な
い
状
況
と
な
り
、

第
17
回
の
通
常
総
代
会
も
書
面
に
よ
る

議
決
を
基
本
と
し
た
開
催
と
な
り
、
直

接
組
合
員
皆
様
の
御
意
見
を
頂
く
機
会

が
失
わ
れ
た
事
は
誠
に
残
念
で
あ
り
、

組
合
員
皆
様
の
日
々
の
生
活
や
営
農
活

動
に
も
多
く
の
影
響
を
与
え
ら
れ
た
も

の
と
推
測
さ
れ
、
一
日
も
早
く
そ
の
終

息
を
願
う
と
こ
ろ
で
御
座
い
ま
す
。

国
内
外
の
農
業
を
取
り
巻
く
情
勢
に

つ
い
て
は
、
既
に
発
効
さ
れ
て
い
る
Ｔ

Ｐ
Ｐ
11
に
複
数
の
国
が
新
規
加
盟
の
意

向
を
示
し
、
日
欧
Ｅ
Ｐ
Ａ
・
日
米
２
国

間
に
よ
る
日
米
物
品
協
定
の
発
効
に
加

え
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
10
カ
国
＋
日
・
中
・

韓
・
豪
・
Ｎ
Ｚ
の
15
カ
国
に
よ
る
包
括

的
経
済
連
携
の
発
効
を
目
指
し
協
議
さ

れ
て
い
る
な
ど
、
年
々
と
ハ
ー
ド
ル
の

下
が
る
国
境
措
置
の
中
、
国
内
の
農
業

と
国
民
の
食
を
守
る
し
っ
か
り
と
し
た

農
業
政
策
と
食
糧
政
策
を
国
に
求
め
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
ま
す
。

昨
年
、
当
た
い
せ
つ
地
域
は
一
年
を

通
じ
て
比
較
的
穏
や
か
な
気
象
状
況
で

推
移
し
、
た
い
せ
つ
地
域
で
栽
培
さ
れ

て
い
る
殆
ど
の
作
物
に
お
い
て
平
年
作

以
上
の
も
の
が
確
保
さ
れ
、
農
家
経
済

に
於
い
て
も
良
好
な
結
果
と
な
り
ま
し

た
。た

い
せ
つ
農
協
の
主
幹
作
物
で
あ
り

ま
す
米
に
つ
い
て
は
作
況
１
０
７
と
前

年
に
引
き
続
き
平
年
作
を
上
回
る
収
量

を
確
保
し
、
品
質
的
に
も
低
タ
ン
パ
ク

傾
向
の
中
、
契
約
数
量
を
上
回
る
２
７

８
，
８
０
０
俵
余
り
の
集
荷
を
さ
せ
て

頂
き
、
施
設
利
用
率
67
・
８
％
と
な
り

出
荷
・
利
用
頂
い
た
生
産
者
の
皆
様
に

心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

一
般
畑
作
物
・
青
果
・
酪
畜
・
採
種

合
わ
せ
て
販
売
高
合
計
50
億
２
，
３
０

０
万
円
と
な
り
、
購
買
事
業
と
共
に
ま

ず
ま
ず
の
実
績
と
な
り
ま
し
た
。

共
済
事
業
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
影
響
か
ら
積
極
的
な
推
進
活
動
が
で
き

ず
大
き
く
計
画
未
達
と
な
り
ま
し
た
が
、

金
融
事
業
と
共
に
費
用
削
減
と
事
業
管
理

費
の
圧
縮
に
努
め
た
結
果
、
事
業
利
益
８
，

５
６
６
万
円
、
当
期
剰
余
金
６
，
２
５
８

万
円
を
計
上
す
る
こ
と
が
で
き
剰
余
金
処

分
の
中
で
出
資
配
当
・
事
業
分
量
配
当
を

さ
せ
て
頂
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
事
に
対

し
、
改
め
て
組
合
員
皆
様
の
御
協
力
に
対

し
心
よ
り
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
る
次
第
で

御
座
い
ま
す
。

本
年
令
和
３
年
度
の
計
画
に
つ
い
て

は
、
第
６
次
地
域
農
業
振
興
計
画
・
Ｊ

Ａ
中
期
経
営
計
画
に
基
づ
い
て
安
定
し

て
継
続
で
き
る
組
合
員
皆
様
の
農
業
経

営
と
農
協
運
営
を
目
指
し
積
極
的
な
事

業
推
進
に
努
め
て
参
り
た
い
と
考
え
て

お
り
、
農
畜
産
物
販
売
額
合
計
50
億
２
，

６
４
０
万
円
を
計
画
し
て
お
り
ま
す
が
、

先
ほ
ど
柿
林
会
長
の
御
挨
拶
で
あ
り
ま

し
た
よ
う
に
、
米
に
つ
い
て
は
需
要
量

の
減
少
と
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

の
影
響
に
よ
る
外
食
を
主
と
し
た
消
費

の
減
少
は
需
給
の
バ
ラ
ン
ス
を
崩
し
、

全
国
の
民
間
在
庫
は
今
年
１
月
末
で
３

２
２
万
ト
ン
と
な
っ
て
お
り
、
需
給
が

大
幅
に
緩
和
し
た
平
成
26
年
の
水
準
に

近
づ
い
て
お
り
、
北
海
道
産
米
に
お
い

て
も
飼
料
米
を
軸
に
生
産
の
目
安
の
深

堀
を
せ
ざ
る
を
得
な
い
状
況
か
ら
、
生

産
者
の
皆
様
の
御
協
力
を
得
な
が
ら
米

価
の
安
定
を
図
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
の
で
御
理
解
頂
く

よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

青
果
・
酪
農
畜
産
に
つ
い
て
も
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
の
影
響
に
よ
っ

て
需
要
の
動
向
に
不
安
が
あ
る
中
で
は

あ
り
ま
す
が
、
其
々
旭
川
青
果
連
・
上

川
生
産
連
と
の
連
携
強
化
の
も
と
生
産

の
安
定
継
続
を
図
っ
て
参
り
ま
す
。

昨
今
の
金
融
環
境
の
中
、
信
用
事
業

・
共
済
事
業
の
収
益
確
保
が
年
々
厳
し

さ
を
増
す
状
況
で
は
あ
り
ま
す
が
、
今

ま
で
以
上
の
事
業
推
進
と
徹
底
し
た
費

用
の
削
減
に
努
め
、
計
画
達
成
に
向
け

役
職
員
一
体
と
な
っ
て
取
り
組
ん
で
参

り
ま
す
の
で
、
組
合
員
皆
様
に
は
各
事

業
に
於
い
て
よ
り
一
層
の
御
支
援
と
御

協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

尚
、
４
月
１
日
の
北
海
道
新
聞
に
掲

載
さ
れ
ま
し
た
上
川
中
部
５
農
協
の
合

併
検
討
委
員
会
の
記
事
で
あ
り
ま
す
が
、

た
い
せ
つ
農
協
で
は
昨
年
10
月
の
理
事

会
で
参
加
の
是
非
を
協
議
致
し
ま
し
た

結
果
、
将
来
的
に
は
他
の
農
協
と
同
様

の
不
安
を
抱
え
な
が
ら
も
、
今
暫
く
た

い
せ
つ
農
協
は
現
状
の
地
域
の
中
で
総

合
農
協
と
し
て
組
合
員
の
皆
様
の
協
力

を
頂
き
な
が
ら
頑
張
っ
て
運
営
し
て
い

こ
う
と
の
決
議
を
致
し
ま
し
た
。

11
月
の
事
業
懇
談
会
資
料
に
掲
載
し
、

組
合
員
の
皆
様
に
御
報
告
を
さ
せ
て
頂

い
た
経
過
に
御
座
い
ま
す
。

な
に
と
ぞ
御
理
解
頂
き
ま
す
様
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

本
日
の
総
代
会
提
出
議
案
９
件
・
報

告
事
項
３
件
の
全
案
件
に
つ
い
て
御
承

認
賜
り
ま
す
様
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

最
後
に
組
合
員
皆
様
の
御
健
勝
と
豊

穣
の
出
来
秋
を
迎
え
ら
れ
ま
す
こ
と
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
の
終
息
を

願
い
つ
つ
本
総
代
会
開
会
に
あ
た
っ
て

の
御
挨
拶
と
致
し
ま
す
。

JAたいせつ第18回通常総代会　理事者・議長団
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鷹
栖
町
長
　
谷
　
寿
男
様
よ
り

本
来
で
あ
れ
ば
、
総
代
会
に
出
席
さ

せ
て
頂
き
お
祝
い
の
言
葉
を
述
べ
さ
せ

て
頂
く
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
し
た
が
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
の
影

響
に
伴
い
、
電
報
と
さ
せ
て
頂
き
ま
す

こ
と
を
ご
理
解
の
程
お
願
い
致
し
ま
す
。

第
18
回
目
を
迎
え
ま
す
「
た
い
せ
つ

農
業
協
同
組
合
通
常
総
代
会
」
が
大
勢

の
組
合
員
の
皆
様
の
ご
出
席
に
よ
り
、

盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
す
こ
と
を
、
お
慶

び
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
、
日
頃
よ
り
、
松
原
組
合
長
は

じ
め
、
役
職
員
の
皆
様
、
組
合
員
の
皆

様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
地
域
農
業
の

振
興
・
発
展
に
対
し
、
大
き
く
貢
献
頂

い
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
心
か
ら
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
は
、
豊
穣
の
秋
と
な
り
ま
し
た

が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

感
染
状
況
が
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
化
と
な
り
、

我
が
国
に
お
い
て
も
医
療
・
経
済
な
ど
、

多
方
面
に
わ
た
り
大
き
な
影
響
を
受
け

ま
し
た
。
ま
た
、
そ
の
中
で
も
、
米
の

消
費
量
は
政
府
の
緊
急
事
態
宣
言
に
よ

り
、
一
般
家
庭
で
の
外
出
自
粛
、
職
場

な
ど
で
の
宴
会
の
自
粛
、
東
京
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
の
延
期
な
ど
、
全
国
的
に
農
畜

産
物
の
消
費
量
が
大
き
く
減
少
す
る
こ

と
が
見
込
ま
れ
て
お
り
ま
す
。

本
町
に
お
き
ま
し
て
も
、
特
に
飲
食

店
が
大
き
な
打
撃
を
受
け
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
関
連
の
補
助
金
を
活
用
し
、

米
を
中
心
と
し
た「
た
か
す
農
畜
産
物
消

費
拡
大
事
業
、
あ
っ
た
か
す
食
卓
応
援

事
業
」を
実
施
し
、
町
内
産
農
産
物
の
消

費
拡
大
を
図
る
取
り
組
み
を
実
施
し
ま

し
た
。
ま
た
、
町
内
飲
食
店
、
関
係
機

関
、
行
政
が
連
携
し
、
テ
イ
ク
ア
ウ
ト

に
よ
る
飲
食
店
応
援
事
業
に
も
取
り
組

み
、
そ
の
中
で
町
内
農
産
物
の
積
極
的

な
活
用
な
ど
も
進
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。

今
年
に
お
い
て
は
、
昨
年
12
月
に
発

出
さ
れ
た
令
和
３
年
産
主
食
用
米
の
生

産
の
目
安
は
、
要
望
ど
お
り
の
同
面
積

・
数
量
が
設
定
さ
れ
た
も
の
の
、
過
去

最
大
６
・
７
万
ha
の
作
付
け
転
換
の
必

要
性
、
令
和
３
年
２
月
の
全
銘
柄
平
均

価
格
の
前
年
比
△
６
％
な
ど
の
懸
念
事

項
を
受
け
、
３
月
18
日
に
道
再
生
協
議

会
か
ら
主
食
用
米
の
作
付
け
転
換
の
取

り
組
み
推
進
が
道
内
全
農
業
再
生
協
議

会
に
発
出
さ
れ
ま
し
た
。
そ
れ
に
伴
い
、

Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
北
海
道
が
中
心
と
な

り
、
飼
料
用
米
等
へ
転
換
す
る
取
り
組

み
が
推
進
さ
れ
、
前
年
産
の
主
食
用
米

作
付
実
績
を
ベ
ー
ス
に
、
全
道
で
２
万

ｔ
（
３
，
６
０
０
ha
）
削
減
す
る
緊
急

対
策
推
進
目
標
を
道
農
業
再
生
協
議
会

か
ら
道
内
全
市
町
村
農
業
再
生
協
議
会

へ
設
定
（
鷹
栖
町
分
緊
急
対
策
目
標
面

積
86
・
８
ha
・
数
量
換
算
５
１
１
・
２
ｔ
）

さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
逆
風
の
中

で
は
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
か
ら
も
農
業

者
と
農
業
関
係
機
関
、
そ
し
て
行
政
が

連
携
を
強
化
し
、
地
域
一
体
と
な
っ
た

農
業
の
振
興
、
強
い
農
業
づ
く
り
を
進

め
て
参
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

結
び
に
な
り
ま
す
が
、
こ
れ
か
ら
本

格
的
な
農
作
業
の
時
期
と
な
っ
て
ま
い

り
ま
す
の
で
、
皆
様
が
健
康
で
豊
穣
の

秋
を
迎
え
ら
れ
ま
す
こ
と
、
そ
し
て
、

た
い
せ
つ
農
業
協
同
組
合
の
ま
す
ま
す

の
ご
発
展
を
ご
祈
念
申
し
上
げ
、
総
代

会
に
あ
た
っ
て
の
お
祝
い
と
致
し
ま
す
。

本
日
は
、
誠
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

お
祝
い
メ
ッ
セ
ー
ジ

旭
川
市
長
　
西
川
将
人
様
よ
り

こ
の
た
び
、
た
い
せ
つ
農
業
協
同
組

合
第
18
回
通
常
総
代
会
が
開
催
さ
れ
ま

す
こ
と
を
心
よ
り
お
祝
い
申
し
上
げ
ま

す
。日

頃
よ
り
、
貴
組
合
の
皆
様
に
お
か

れ
ま
し
て
は
、
地
域
農
業
の
振
興
と
豊

か
な
地
域
社
会
の
実
現
に
御
尽
力
さ

れ
て
お
り
ま
す
こ
と
に
心
か
ら
敬
意

を
表
す
る
と
と
も
に
、
本
市
農
業
行

政
の
推
進
に
格
別
の
御
理
解
と
御
協

力
を
賜
り
厚
く
お
礼
を
申
し
上
げ
ま

す
。　
　
　
　
　
　
　
　

さ
て
、
昨
年
は
天
候
に
恵
ま
れ
、
水

稲
の
作
柄
は
概
ね
良
好
と
な
っ
た
一
方
、

現
在
も
猛
威
を
振
る
う
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
に
よ
り
、
市
民
生

活
は
も
と
よ
り
農
業
分
野
に
お
い
て
も

様
々
な
影
響
が
及
ん
だ
年
で
あ
り
ま
し

た
。こ

の
未
曾
有
の
事
態
に
お
い
て
、
本

市
で
は
地
元
産
米
の
消
費
拡
大
を
図
る

た
め
の
新
米
Ｐ
Ｒ
事
業
に
加
え
、
新
し

い
生
活
様
式
に
対
応
し
た
労
働
環
境
整

備
に
向
け
た
支
援
な
ど
に
取
り
組
ん
で

き
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

今
後
の
地
域
農
業
の
活
性
化
を
図
り
、

将
来
に
渡
り
持
続
的
に
発
展
し
て
い
く

た
め
に
は
、
農
業
者
に
寄
り
添
い
、
厚

い
信
頼
を
受
け
て
い
る
農
業
協
同
組
合

と
の
連
携
が
こ
れ
ま
で
以
上
に
重
要
と

な
り
ま
す
の
で
、
貴
組
合
に
は
、
引
き

続
き
お
力
添
え
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

結
び
に
、
貴
組
合
の
ま
す
ま
す
の
御

発
展
並
び
に
組
合
員
の
皆
様
の
御
健
勝

と
御
活
躍
を
心
よ
り
祈
念
申
し
上
げ
、

お
祝
い
の
言
葉
と
い
た
し
ま
す
。
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3月30日（火）・31日（水）　事業懇談会の開催
　本年度の総代会議案を中心にした事業懇談会が開催されました。
　昨年は新型コロナウイルスの感染拡大を受け中止となりましたが、今回 2年ぶりの開催となり
ました。
　感染予防のため、農事組合・町内会単位の開催に変えて、本所大会議室と公共施設を使用し、
全 15会場で 2日間、午前と午後各 1時間 30分を目安に直接組合員さんと懇談することができ
ました。
　JA女性部と JA青年部に向けた会場も設けられ、JA事業に対して大変貴重な意見交換の場と
なりました。
　両日とも天候に恵まれ、絶好の水稲育苗の準備もある中、多くの方にご出席いただき感謝申し
上げます。
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１ 早期茎数確保の水管理
　早期茎数確保のため、水深測定板を使用し１日１
回こまめな水管理を実施しましょう。（写真１）
（1）日中は止め水で水温上昇
　 　水田は、水温の上昇に伴って地温も上がります。
日中は止め水をして水温上昇を図りましょう。ま

たいせつ
なここがポイント
営農部　農産販売課

水稲編
　移植後のほ場管理について

写真1　水深測定版を活用した適正な水管理

畦畔・敷地への一般除草剤散布時の
ドリフト(飛散)による農作物への

影響が増加しています。
除草剤散布は、周辺作物や風向きに

細心の注意を払いましょう。
畦畔や敷地内除草の省力化に一般除草剤の散布が増えているのに合わせて、水田や畑への薬剤ドリフト（飛散）による作物への生育
被害等が毎年散見されています。
除草剤の影響により、作物に生育被害や残留農薬の検出があった場合、残留農薬の調査料や被害に応じた補償などが発生する場合が
あります。
　特に畦畔への除草剤散布時の被害発生が多く見受けられますので、畦畔への除草剤散布は最小限に留め、散布の際は飛散防止のカバ
ーを必ず装着し、周辺作物やハウスの状況、風向き等に細心の注意を払い、農薬ドリフトによる影響を未然に防止しましょう。
消費者の食に対する安全・安心への関心が高まっている今、たいせつ地域産農産物の安全と安心を地域全体で守りましょう。

た、入水は早朝もしくは夜間に実施し、恒常的な掛け流しはしないようにし
ましょう。

（2）分げつを促進する水深
　晴天が続く時は、平均水深２～３cmの浅水管理を行い、水温を高めましょう。
　天気予報により低温が予想される場合（最高気温15℃以下）は、５～７㎝
の水深にしましょう。

２ 土壌還元（ワキ）の対策
　稲わらすき込み田では、水温・地温が20℃を超えると還元が現れるので、田面水の入れ替えを行いましょう。土壌還元の激し
い水田では、晴天日を選んで中干しと併せて溝きりを行いましょう。中干しをする場合は、田面に大きな亀裂を生じさせないよ
うに注意しましょう。尚、土壌還元対策は幼穂形成期までに終わらせましょう。（表１参考）

３ 「いもち病」対策
昨年いもち病が発生したほ場や、いもち病の発生が心配されるほ場では、水面施用剤で早めの防除を実施して下さい。（表２参考）

表１　土壌の「ワキ」の症状と対策
ワキの程度 症　　　　　状 生育への影響 対　　　　　策

稀～少 水田に足を踏み入れても気泡の発生がない・わずか
にある なし 必要なし

中 水田に足を踏み込むと気泡の発生が多い 根の活力低下 水の入れ換え
暗きょ水こうの開放

多 水田に足を踏み込むと盛んに気泡を発生する 根張り不良 一時落水
暗きょ水こうの開放

甚 晴天時自然に気泡を発生し、音が聞こえる 根の伸長阻害
地上部の黄化 ３～５日軽い亀裂が入る中干し

４ 来年の苗床準備をしましょう。
　春先に㏗の矯正をしきれなかったほ場等は、稲刈り後に土壌診断を必ず実施し、㏗を適正値に矯正しておきましょう。また、
わら堆肥のすき込み（２ｔ／10ａ）や、えん麦等のすき込みを行い来年に向けての土づくりに努めましょう。
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（２）赤かび病、赤さび病の防除
＜赤かび病＞
赤かび病は開花時期が最も感染しやすいので、開花状況を確認し開花始めに防

除を実施します（図１、表２参照）。
＜赤さび病＞
近年気温の上昇と乾燥が続き、赤さび病の発生が見られます。
止葉抽出期に初期発生を確認した場合はさび病に効果のある殺菌剤を散布しま

す（表３参照）。

表２　赤かび病参考防除歴

生育ステージ 薬剤名 系統名 病害・希釈倍率 回数赤かび病
１回目 開花始め バラライカ水和剤 フタルイミド・DMI 500 ２
２回目 前回から７日後 ベフトップジン FL※１ 他合成・ベンゾイミダゾール 1,000 １
３回目※２ 前回から７日後 シルバキュア FL DMI 2,000 ２
※１　トレボン乳剤を混用して使用する場合の希釈倍率は表４を参考にして下さい。
※２　３回目の防除は春まき小麦の方は実施しましょう。 　　　　　　　　　　　

表３　赤さび病参考防除歴

生育ステージ 薬剤名 系統名 病害・希釈倍率 回数赤さび病

１回目 さび病確認時
止葉抽出期 アミスター20フロアブル QoI 3,000 ３

２回目 止葉抽出期
～穂ばらみ期 イントレックスフロアブル SDHII 2,000 ３

　雪腐病など冬損被害が大きいほ場においても、ＤＯＮ（毒デオキシニバレノール）の発生をさせないため、薬剤防除を確実に
実施し赤かび病（F・グラニミアム）の発生を抑えます。
（３）アブラムシ類の防除
　出穂期以降は、アブラムシ類の防除時期となります。１穂当たり７～11頭寄生し、寄生穂率が45％を超えると減収するため
防除しましょう。多発するかはその年の気象条件に左右されますが、出穂10日後頃に急増する傾向があります。そのため、出穂
10日後頃で防除を行いましょう。

表４　アブラムシに対する参考薬剤
対 象 害 虫 薬　剤　名 希釈倍率 使用基準

アブラムシ類
トレボン乳剤 2,000倍（50ml/10a） 収穫14日前まで /２回以内
スミチオン乳剤 1,000倍（100ml/10a） 収穫７日前まで /１回
エルサン乳剤 1,000倍（100ml/10a） 収穫７日前まで /４回以内

２ 豆類
（1）病害虫防除
　種子消毒は必ず行い、病害の発生を防ぎましょう。

表５　病害虫防除参考薬剤

病害虫名 防除時期 薬 剤 名 成分
数 使用量 安全使用

基準 注意事項

タネバエ・立枯病
斑点細菌病

は種前
（種子粉衣）

粉衣用　　　　　
ペアーカスミンD ３ 種子重量の

０. ３%粉衣
は種前
１回

吸湿性が強いので､ は種直前に
粉衣する。
タネバエは牧草等の後作すき込
み直後の被害が大きい。

タネバエ・アブラムシ
立枯病

は種前
（塗沫処理）クルーザーMAXX ３ 乾燥種子１㎏

当たり８mℓ
は種前
１回

斑点細菌病には適用がないため
注意する。

ジャガイモヒゲナガ
アブラムシ
（わい化病）

は種前
（塗沫処理） クルーザー FS30 １ 乾燥種子１㎏

当たり６mℓ
は種前
１回

クルーザー FS30を先に塗沫処
理し乾燥させてから他薬剤を粉
衣する。

（２）適期は種
　は種適期は5月中旬～下旬です。地温10℃以上で出芽期に晩霜の無い時期には種を行いましょう。低温では種をすると、種子
の腐敗等で出芽不良となる場合があります。また、6月に入ってからのは種は減収につながりますので、適期は種に努めましょう。
は種後は鎮圧をし、除草剤の効果を高めましょう。

１ 秋播き小麦
（1）止葉期の分肥
　 　粒重とタンパク含有率を高めるため、生育・葉色を見て分肥を判断しましょう。特に、止葉期での
分肥が最も効果が高くなります。

表１　秋まき小麦（きたほなみ）の追肥目安

品種 茎　数 追　肥　窒　素　量（kg/10a）
（本 /㎡） 起生期 幼穂形成期 止葉期

きたほなみ 1,300本 /㎡～ 2 kg/10a ８kg/10a 2～ 4㎏ /10ａ～1,300本 /㎡ 4 kg/10a ６kg/10a
※ 下記の目安は令和２年指導参考「施肥量は秋まき小麦「きたほなみ」気象変動に対応した窒素施肥
管理」を参考としています。

畑作編

図１　赤かび病防除開花始めのタイミング
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１ 共通
　○作業中の異物混入を防ぐために

　　　・ 収穫作業で扱う農機具や、選果場は常に清潔で整理整頓する
ように心掛ける。

　　　・ 段ボールなどの包装資材は直接地面に触れないよう管理し、
シートなどを被せてほこりや虫の防止に努める。（写真１）

２ きゅうり
○定植後
（１）温度管理

気　　温 地　　温 湿　　度昼　温 夜　温

22～28℃ 17～ 18℃
（最低でも13～14℃）

20～ 23℃
（15℃以上は必要） 75～80％

・ 活着するまで（５～６日間）は地温、気温とも高めに管理し、夜温の最低気温は
15～16℃を目標とする。

・ 主枝ピンチまでは比較的低温に強いが低温管理をすると側枝発生が遅れ、収量・
品質低下の原因となるため避ける。

・ 光合成促進のため、湿度を75～ 80％で管理し、急な温度変化が起きないよう気
を付ける。

（２）生育管理
○整枝（図１）
・ 低節位
　 ベッドから30cm（７～８節）程度までは側枝と雌花を除去し、その後10節ま
での低位節は側枝を１節で摘芯する。

・ 中節位
　11節から15～ 20節程度の中位節の側枝は２節で摘芯。
・ 上節位
　中節位より上の上位節は１節で摘芯する。
・ 孫枝は１節で摘芯する。
　 中位の側枝の発生が弱い場合は、強い１～２本の側枝を放任する。一度に側枝を
摘み過ぎないようにする。

○灌水
・ 定植初期は根の伸長に応じて少量多回数で行い、着果して初めの３葉程度までは、株元灌水とする。
・ 収穫開始後は側枝を連続的に発生させたり、多量の未熟果を毎日収穫することから水分を多く必要とするが、
根は多湿に弱いため灌水過多にならないように、土壌水分を確認しながら行う。

３ 原料トマト
（１）温度管理

日 中 温 度 夜 温晴　天 雨　天
目標温度（℃） 25～28℃ 16℃ 15℃以上

※定植後はやや高めの温度管理とする。
（２）生育管理
○苗ずらし
・ 葉が重なり合うようになったら、徒長苗にならないように苗ずらしを行う（写真３）
・ 大中小の３段階に分けておくと、生育に応じた管理がしやすい。

青果編

写真１　包装資材の管理方法

写真３　苗ずらし後の様子

写真２　定植後の管理
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○！育苗ハウス管理での厳禁事項！
①急な温度変化 ②直接冷たい風に当てる ③乾燥状態

※  上記に係る行為は生育に大変影響を与えるため、十分に気を付ける。　
○定植
・ 定植の２、３日前はやや管理温度を下げて定植後の環境変化に備える。
・ 定植前の苗は十分に灌水させておく。
・ 定植は１段花房が開花初めで行う。
・ 定植作業は天気の良い日の午後３時までに終わらせる。
・ 霜を防ぐためトンネルによる保温を行う。
○灌水
・ 定植後は活着するまで株元手灌水をする。
・ 地温を下げないよう、ハウス内に溜め置きした水を使用する。
・ 活着までに株全体の葉色が淡くなった場合は、液肥を株元に施用する。

４ アスパラガス
（１）生育管理
○立茎のポイント
収穫年数別立茎の基準

収穫年数
１年目 ２年目 ３年目以降

茎数（茎） ４（本／株） 12～15（本／ｍ）
太さ（ｍｍ） 10～15ｍｍ
離す距離 10ｃｍ以上 20ｃｍ以上

・ 収穫年数に応じた春芽収穫期間が経過、または株疲れの症状が見られたときは、早めに立茎を開始する。 
（定植２年目は10日間、３年目以降は１ヶ月程度の収穫期間）
・ 立茎は一斉に開始する。期間は１ヶ月から１ヶ月半程度。
・ 『なるべく離れている茎』・『勢いが良くてまっすぐ伸びている茎』を選ぶ。
・ 目標茎本数に達したら収穫を開始する。
・ 基準に合わない茎は収穫し、余分な養分を消耗させない。
○追肥
　春芽収穫開始から20日目から20日間隔で９月中旬まで行う。
　立茎後、冬季に萌芽量が増えた場合は、追肥間隔を短くする。

５ なんばん・ししとう
（１）温度管理

昼 間 夜 間 湿 度
25～ 28℃ 20℃前後 気温20℃以上の時に湿度を65％以下にしない。

（２）生育管理
○灌水
・ 着果数に応じて灌水量を増減する。
・ 根の吸水が活発で蒸発散作用も旺盛なので晴天時、高温時は不足しないように特
に注意。

○整枝
・ １～２節の花は摘花し樹勢を確保する。（写真４）
・ ４～５節からの腋芽は最初から取り除くか、１～２果収穫後に摘む。
・ ふところ枝の細いものは収穫しながら摘み、内部の受光状況を整える。

写真４　 着果負担で樹の生育が抑制
されている
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６ 軟白長ねぎ
（１）温度管理
・  生育適温は、15～25℃の範囲にする。
・ ２月上旬～３月上旬定植の場合、徒長防止のため定植直後から活着まではやや高
めの温度管理とし、その後は昼温20℃以下、夜温10～20℃とにする。
・ 苗が幼鞘径５～７ｍｍ程度まで育った後は、ハウス内温度を最低10℃以上になる
よう管理する。（10℃以下になると抽台しやすくなる。）

（２）生育管理
①日照の確保
・  ２月上旬～３月上旬定植では日照時間が短いので、日の出から午前中の光を十分
に当てるように、トンネル被覆を毎日開閉する。
②灌水管理
・  定植直後は十分に灌水し、活着まで水分と湿度を多めに管理する。その後は灌水を控
え換気を十分に行い、根の伸長を図る。灌水は、冷水でなく、地温程度の水温で行う。
③追肥
・  生育状況を見ながら、定植後20日目と60日目頃に行う。
※施肥例：“広場たいせつ３月号”参照

④軟白作業（被覆作業）
・ 軟白後は、生育が抑制されるので、それまでに十分生育させておくことが重要。

被覆開始の目安 葉鞘径 草丈
収穫目標月日の30～40日前 13～ 15mm 80～ 90cm

７ ほうれんそう
（１）生育管理
○作型にあった品種
・ ネオサイクロン（５月上旬播種）
・ カイト（５月中旬～７月上旬播種）
※ 春まき作型は晩抽性品種を選定し、夏まき作型では耐暑性と晩抽性を考慮した品種選定が必要。
○灌水管理（図２参照）
《播種前》　　　　・ 播種前に十分な灌水を行い、適切な土壌水分で播種する。
　　　　　　　　・ 立枯病発生予防のため、播種後の灌水はなるべく控える。
《播種～出芽》　　・ 播種２～３日前から出芽揃いまでは、地温上昇抑制と乾燥防止のため遮光資材（50～

60％）で被覆する。
　　　　　　　　・ 出芽が50％程度になったら、乾い

ている部分に軽く灌水し、出芽を
揃える

《本葉展開期》　　・ 本葉２枚目までは灌水を控える。
　　　　　　　　・ 本葉４枚目以降は十分な灌水で生

育量の確保を図る。
《収穫１週間前》　・ 品質保持のため灌水を打ち切る。

８ さやいんげん
（１）温度管理
・ 15℃以下の低温条件では生育が停滞し、花芽は充実不良となるので保温に留意する。

生育ステージ 開花まで 開花～収穫期

気温 日中 15～25℃ 25℃以下
夜間 15～20℃

地温 15～ 23℃
土壌水分 やや少なく やや多く（過湿過乾燥を避ける）

（２）生育管理
○施肥例

肥料銘柄 施用量
(kg/10a)

成分量 (kg/10a)
窒素 リン酸 加里 苦土

S943 50.0 4.5 12.0 6.5 3.0

0               5             10            15             20             25             30

写真５　温度管理（写真１６℃）
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北海道農政事務所からのお知らせ
補助金等の交付をよそおった「振り込め詐欺」に御注意ください

　近年は、「振り込め詐欺」や「個人情報の詐取」等悪質な犯罪が多発し
ていることから、補助金等の交付をよそおい、受給予定者の情報等をだ
まし取るといった犯罪行為の発生が懸念されます。
　こうした被害に遭われないよう、下記の点に注意くださいますようお
願いいたします。

記
○　 農林水産省、地方農政局等、都道府県、市町村、農協、関係機関な

どがＡＴＭ（農協、銀行などの現金自動預払機）の操作をお願いす
ることや皆様のご自宅に伺い、通帳や印鑑、クレジットカード等の
提示をお願いすることは絶対にありません。

○　 交付金の支払いのため、皆様へ手数料等を請求することは絶対にあ
りません。

上記の例のように、農林水産省職員等を名乗る者から電話があり、不審
な点がありましたら、相手の所属・氏名・電話番号をご確認の上、お近
くの地方農政局等や県拠点、ＪＡ市町村等まで連絡し、確認するなど対
応してください。

第３回法律相談日のご案内
　ＪＡでは、農地の売買・相続等に関する問題や、その他日常における法律問題について相談いただける
よう顧問弁護士による法律相談日を定期的に設けておりますので、事前にご予約の上お気軽にご利用くだ
さい。

□相談日時　令和３年５月28日（金）
　　　　　　午後３時から午後５時　
□相談場所　本所営農センター　２F会議室

□弁 護 士　田代 耕平 氏
　　　　　　（札幌総合法律事務所）
※お問い合わせ先
　本所　生産資材課 営農支援係　☎57-2357
　支所　生産資材課 生産資材係　☎87-4111

「ＪＡたいせつのＦａｃｅｂｏｏｋを是非みて下さい！」～随時更新しています～

お得な情報やイベントの開催、日常業務から出来事まで、さまざまな情報をタイムリーに発

信しています！

ＪＡたいせつ Facebook にフォロー ・ いいね　　　をして、お得な情報をＧＥＴしましょう♪

ま た、 Ｊ Ａ た い せ つ ホ ー ム ペ ー ジ よ り

Facebook も御覧になれますので、是非この機

会にアクセスを！

QRコードによる
Facebook へのアクセスは

右記QRコードから →
ホームページへのアクセスは
下記URLから ↓
http://www.jataisetu.or.jp/

　を



2021.519

５月１日付人事異動（４月20日内示）

氏　名 異　動　前 異　動　後

金塚　仁司 営農部長 総務部長

濱村　麻美 鷹栖支所管理金融課貯金融資係 金融部金融課貯金融資係

伊藤　彰則 総務部長 営農部長

平尾　　悟 営農部営農施設課施設利用係主任 営農部農業振興課農業振興係長

石川　光琉 購買部機械燃料課燃料給油所係（東鷹栖） 営農部農業振興課農業振興係

吉本　　要 営農部農産販売課長兼販売促進係長 営農部農産販売課長

中田　陽介 営農部農業振興課農業振興係長 営農部農産販売課米穀販売係長

遠藤　大介 営農部農産販売課販売促進係主任 営農部農産販売課米穀販売係主任

諸橋　幸平 営農部農産販売課米穀販売係 営農部農産販売課米穀販売係主任

北田　　茜 営農部農産販売課販売促進係 営農部農産販売課米穀販売係

今西駿伊知 営農部農産販売課米穀販売係 営農部農産販売課青果畜産係

内藤　拓哉 購買部生産資材課長兼生産資材係長 営農部営農施設課長兼営農農業振興係長

瀧野　将紘 営農部営農施設課営農農業振興係 営農部営農施設課営農農業振興係主任

石田　裕也 購買部生産資材課生産資材係（鷹栖） 営農部営農施設課営農農業振興係

京免　則昭 営農部農産販売課米穀販売係主任 営農部営農施設課施設利用係主任

堀内　拓己 営農部農産販売課青果畜産係 営農部営農施設課施設利用係

辻　　幸二 購買部長兼機械燃料課長 購買部長

荻田　寛志 購買部営農支援課長兼営農渉外係長 購買部生産資材課長

平賀　英樹 購買部機械燃料課自動車農機サービス係長 購買部生産資材課営農支援係長

松田　秀一 購買部営農支援課営農渉外係 購買部生産資材課営農支援係

渡邊未晶子 購買部営農支援課付 購買部生産資材課営農支援係

山ノ内貴弘 購買部営農支援課営農支援係長 購買部生産資材課生産資材係長

吉田　直樹 営農部農産販売課考査役兼米穀販売係長 購買部機械燃料課長

鹿間　寿和 購買部機械燃料課自動車農機サービス係主任 購買部機械燃料課自動車農機サービス係長
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本所営農センターコイン精米機更新に伴う休業期間のお知らせ

【休業期間】

６月７日（月）～６月11日（金）まで
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